
■令和1年まで
給与所得者の配偶者控除等申告書にて
本人所得については3区分です。

900万以下(A)

900万～950万(B)

950万～1000万(C)

年末調整が大幅変更されます！

年末調整申告書クラウドを活用して申告とチェックをかんたんに！

・事前アナウンスや書類の正しい書き方の指導を適切に行う必要がある。
・申告書の記載事項をチェックする負担が増す
・年末調整業務のやり直し作業が増加する

さらに企業の負担（バックオフィス・従業員側）は増加する！！

年末調整申告書クラウドの詳細は裏面へ⇒

年末調整関連申告書が4種類から6種類へ！

介護や子育て世代の負担が増えないよう、
新しく「所得金額調整控除」という控除が創設されました。

（イ）本人が特別障害者である場合

（ロ）特別障害者である同一生計配偶者がいる場合

（ハ）特別障害者である同一生計扶養親族がいる場合

（ニ）23歳未満の扶養親族がいる場合

所得金額調整控除対象

所得金額調整控除申告書

左記に当てはまる場合には、
｛給与等の収入金額（年収）― 850万円｝×10％

上記で計算される金額を給与所得から控除します。
※年収が1000万を超える場合は1000万で計算

令和1年からの変更事項

給与所得者の基礎控除申告書
本人所得に応じた控除額の変更がより細かくなります。
年収2,695万円以下の場合、提出義務が発生します。

■令和2年より
以下の区分が追加されます。

1000万～2400万
2400万～2450万
2450万～2500万
2500万以上

1.給与所得者の扶養控除等（異動）申告書
2.給与所得者の保険料控除申告書
3.給与所得者の配偶者控除等申告書
4.（特定増改築等）住宅借入金等特別控除申告書

＜令和２年より追加＞

5.給与所得者の基礎控除申告書
6.所得金額調整控除申告書

NEW！

NEW！



従業員300名の場合（OBC調べ）

今使ってる給与システムでも
連携できる？

連携できます！
ご利用の給与システムに
関わらず導入いただけます。

全員がWebで提出できなくて
も、環境に応じて一部の方は
紙で提出していただく運用が
可能です。

8割以上削減

年末調整申告書サービスは部分的・段階的に導入を進めていただけ、部分的にWeb化して頂くだけでも大幅な時間削減効果
があります。さらに翌年以降は、保険会社の名称や金額などが自動複写されるため、使い続けていくにつれて入力やチェックが
容易になります。

22時間
21.5時間
削減

従業員がWebで
申告書入力でき、
回収を自動化！

印刷・配布
不要

電話・
メールの
時間削減

未提出
チェック
時間削減

提出依頼・催促

スマホやPCから入力

56時間
36時間
削減

控除証明書の
画像添付ができ、確認
訂正依頼がスムーズ！

確認状況を
ひと目で
把握可能

書類
待ち時間
削減

証明書画像添付

訂正依頼

48時間
47.5時間
削減

給与システムに
年調データを連携でき
手入力が不要に！

チェック作業な
し

入力作業
なし

年調データ連携

保険料控除申告書は
前年度入力した内容が複写
されるため、確認だけでOK！

お問合せ先：

URL https://www.obc.co.jp

紹介代理店：

https://www.obc.co.jp/taikan/
trial/nencho

7日間無料体験サイト

▶自分で体験したい！

▲年末調整申告書クラウド入力画面

全員がスマホやPCで提出できる
環境じゃないんだけど？

▶オンラインデモをみてみたい！【事前予約制】

※インターネット回線に接続できるPCをご用意頂ければ
オンラインデモ実施します。（ZOOMを利用します）

12,000円～
年間利用料

※従業員30名までの場合

15,000円～
給与・法定調書・マイナンバーユーザー様

新規のお客様

https://www.obc.co.jp/service/nencho/demo/inquiry

▶利用イメージを動画でチェック！

https://youtu.be/U5IMNg5eqmk


